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住
民
税
課
税
世
帯
の
方

住
民
税
課
税
世
帯
の
方
のの

入
院
時
食
事
療
養
費

入
院
時
食
事
療
養
費
がが

変
わ
り
ま

変
わ
り
ま
すす
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覧
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縦
覧
が
始
ま
り
ま
すすすすすすすすすすすすすすす

納
税
に
ご
協
力

納
税
に
ご
協
力
をを

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
かか

※いずれの手続きも、世帯主および対象となる方のマイナンバー確認書類
（通知カードなど）と、手続きする方の身元確認書類（免許証など）が必
要です。また加入手続きは、同一世帯に国保に加入している方がいる場合、
その方のマイナンバー確認書類（通知カードなど）も必要です。

※国保をやめた後、国保の被保険者証で医療を受けた場合は、市が医療機関
へ支払った医療費を返還していただくことになりますので、ご注意くださ
い。

国民健康保険への加入・喪失・変更手続き
加入・喪失・変更の際に必要な書類など手続きが必要なとき
他の市区町村の転出証明書、認め印市内に転入してきたとき

国
保
に
入
る
場
合

勤務先の健康保険をやめた証明書（資格
喪失証明書など）、認め印

勤務先の健康保険をやめたと
き

被扶養者から外れた証明書、認め印勤務先の健康保険の被扶養者
から外れたとき

被保険者証、母子健康手帳、分娩に係る
領収明細書、世帯主名義の口座番号が分
かるもの、認め印

子どもが生まれたとき

生活保護廃止決定通知書、認め印生活保護を廃止されることに
なったとき

被保険者証、認め印市から転出するとき

国
保
を
や
め
る
場
合

国保と勤務先の両方の被保険者証（全員
分）、認め印

勤務先の健康保険に入ったと
き、被扶養者になったとき

被保険者証、喪主であることが確認でき
るもの（会葬御礼のはがき、葬儀代の領
収証）、喪主の口座番号が分かるもの、認
め印

死亡したとき

生活保護開始決定通知書、認め印生活保護を受けることになっ
たとき

会
社
な
ど
を
退
職
、
会
社
な
ど
に
就
職
し
た
ら

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
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国
民
健
康
保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
の
加
入
・
喪
失
の
手
続
き
を

東
久
留
米

東
久
留
米
市市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略略

（（　

年
３
月
版
）
を
策
定
し
ま
し

年
３
月
版
）
を
策
定
し
ま
し
たた

２８２８

　
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少

は
、
国
の
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
市
に
お
い
て
も
、

将
来
的
に
急
激
な
人
口
減
少
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
人
口
減
少
の
克
服
と

地
方
創
生
を
併
せ
て
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
将
来
に
わ
た
る
活
力
あ

る
日
本
社
会
の
維
持
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

総
合
戦
略
の
策
定

　
市
で
は
、
人
口
の
現
状
と
将
来

の
展
望
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

地
域
の
特
性
と
実
情
に
合
わ
せ
て

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
に
わ
た
る
活
力
あ
る
社

会
の
維
持
を
目
指
し
て
、　

年
度

３１

ま
で
の
目
標
や
基
本
的
な
方
向
性
、

具
体
的
な
施
策
を
示
し
た
「
東
久

留
米
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

３
つ
の
基
本
目
標

　
同
総
合
戦
略
を
表
す
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
し
て
「
都
心
に
近
い

の
に
、
川
遊
び
の
声
が
響
く
ま
ち

『
住
み
心
地
の
よ
い
快
適
空
間 

東
久
留
米
』
を
目
指
し
て
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
つ
の
基

　
土
地
・
家
屋
の
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
が
４
月
１
日
（
金
）
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
市
内
の
土
地
・
家
屋

に
係
る
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
納
税
者
が
所
有
す
る
土
地
・

家
屋
と
、
他
の
土
地
・
家
屋
と
の

価
格
を
比
較
し
、
所
有
す
る
固
定

資
産
の
評
価
が
適
正
で
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
【
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
記

載
事
項
】
①
所
在
地
番
②
地
目
③

地
積
④
価
格

　
【
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
記

載
事
項
】
①
所
在
地
番
②
家
屋
番

号
③
種
類
④
構
造
⑤
建
築
年
⑥
床

面
積
⑦
価
格

　
【
縦
覧
期
間
】４
月
１
日（
金
）～

５
月　
日
（
火
）
の
い
ず
れ
も
午

３１

前
８
時
半
～
午
後
５
時
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
【
縦
覧
場
所
】課
税
課（
市
役
所

２
階
）

　
【
縦
覧
対
象
者
】①
固
定
資
産
税

の
納
税
者
（　
年
１
月
１
日
現
在
、

２８

市
内
に
固
定
資
産
を
所
有
し
課
税

さ
れ
る
方
）
②
納
税
管
理
人
③
代

理
人
（
委
任
状
が
必
要
で
す
）

　
【
申
請
方
法
】課
税
課
で
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
次
の

い
ず
れ
か
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

①
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な

ど
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
②

　
年
度
の
納
税
通
知
書
（
５
月
上

２８旬
に
発
送
）

固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
の
課
税
明
細
書
・

納
税
通
知
書
に
つ
い
て

　
　
年
度
の
課
税
明
細
書
・
納
税

２８
通
知
書
を
５
月
上
旬
に
発
送
し
ま

す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ

　
市
内
に
住
所
が
あ
っ
て
勤
務
先

の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い

な
い
方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
必

ず
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
会
社
な
ど
を
退
職
し
勤
務
先
の

健
康
保
険
を
脱
退
し
た
と
き
、
ま

た
は
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
勤
務

先
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

に
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・

喪
失
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
忘

れ
ず
に　
日
以
内
に
手
続
き
を
し

１４

て
く
だ
さ
い
。

　
※
国
民
健
康
保
険
加
入・喪
失・

変
更
の
際
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
、

下
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

勤
務
先
の
健
康
保
険
に

入
れ
ま
せ
ん
か

　
会
社
、
工
場
な
ど
の
法
人
や
従

業
員
が
５
人
以
上
の
個
人
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
る
方
と
、
そ
の
家

族
は
、
勤
務
先
の
健
康
保
険
や
厚

生
年
金
な
ど
へ
の
加
入
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
て
、
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
に
必
要
な
保
険

給
付
が
行
わ
れ
、
生
活
を
安
定
さ

せ
る
仕
組
み
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
方
は
国

民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
も
、

勤
務
日
数
、
時
間
が
一
般
の
従
業

員
の
４
分
の
３
以
上
あ
る
場
合
は
、

勤
務
先
の
健
康
保
険
や
厚
生
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
勤
務
先
の
健
康
保
険
へ
の
加

入
は
、
職
場
の
担
当
者
や
全
国
健

康
保
険
協
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
※
「
法
人
」
と
は
公
・
私
法
人
、

営
利
法
人
、
公
益
法
人
、
社
団
法

人
や
財
団
法
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

一
般
的
に
は
、
商
法
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
会
社
で
、
社
会
福
祉
法
人
、

　
　
年
度
の
市
税
な
ど（
市
民
税・

２７
都
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
軽
自

動
車
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
）
の
納
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
納
期
限
ま
で
に
市
税
な
ど
を
完

納
し
て
い
な
い
と
、
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
財
産
が

差
し
押
さ
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
付
に
お
困
り
の
と
き
は

　
病
気
・
事
故
・
災
害
な
ど
、
や

む
を
得
な
い
事
情
で
納
付
が
困
難

な
場
合
に
は
、
で
き
る
だ
け
早
め

に
納
税
課
（
市
役
所
２
階
）
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
２
９
へ
。

本
目
標
で
あ
る
「
住
み
や
す
さ
を

感
じ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」「
子
ど
も

の
未
来
と
文
化
を
は
ぐ
く
む
ま
ち

を
つ
く
る
」「
に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
の
実
現

の
た
め
に　
の
施
策
が
位
置
付
け

３８

ら
れ
て
い
ま
す
。

東
久
留
米
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

　
こ
れ
ら
の
施
策
の
う
ち
、
ま
ち

の
将
来
を
つ
く
る
柱
と
な
る
「
上

の
原
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
」「
旧
市

立
大
道
幼
稚
園
跡
を
活
用
し
た
新

児
童
館
の
開
館
」「
健
康
増
進・サ

ポ
ー
ト
事
業
」
を
「
東
久
留
米
チ

ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
と
し
て
位
置

付
け
、
そ
の
取
り
組
み
を
特
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

閲
覧
場
所

　
同
総
合
戦
略
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ほ
か
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
２
階
）、
企
画
調
整
課

（
同
４
階
）、
中
央
・
滝
山
・
東

部
・
ひ
ば
り
が
丘
の
各
図
書
館
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
企
画
調
整
課
☎
４
７

０
・
７
７
０
２
へ
。

総
収
入
が
認
定
基
準
以
下
の
方

　
認
定
基
準
な
ど
の
詳
細
は
、
４

月
上
旬
に
児
童
・
生
徒
を
通
じ
て

配
布
す
る
「
就
学
援
助
費
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
　
申
請
は
、
４
月　
日
（
月
）
～

１８

　
日
（
金
）
の
午
前
９
時
～
正
午
、

２２午
後
１
時
～
５
時
（　
日
〈
水
〉

２０

は
午
後
７
時
ま
で
）、市
役
所
６
階

６
０
２
会
議
室
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
学
務
課
学
事
係
☎
４

７
０
・
７
７
７
９
へ
。

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど

に
よ
っ
て
、
公
立
小
・
中
学
校
で

掛
か
る
費
用
が
大
き
な
負
担
と
な

っ
て
い
る
家
庭
に
対
し
て
、
教
育

費
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　
　
年
度
に
こ
の
制
度
を
受
け
る

２８
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

　
①
生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃

止
を
受
け
た
方

　
②
市
民
税
・
都
民
税
、
固
定
資

産
税
、
国
民
年
金
な
ど
の
掛
け
金

な
ど
が
減
免
の
方

　
③
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
方

　
④
生
活
保
護
基
準
に
準
ず
る
世

帯
（
準
要
保
護
）
で
、
生
計
を
同

一
と
す
る
家
族
全
員
の　
年
分
の

２７

療
養
費
に
お
け
る
標
準
負
担
額
】

住
民
税
課
税
世
帯
＝
３
６
０
円
▼

住
民
税
非
課
税
世
帯
（　
日
ま
で

９０

の
入
院
）
＝
２
１
０
円
▼
低
所
得

者
Ⅱ
（
過
去　
カ
月
で　
日
を
超

１２

９０

え
る
入
院
）
＝
１
６
０
円
▼
低
所

得
者
Ⅰ
＝
１
０
０
円

　
こ
の
う
ち
、
住
民
税
課
税
世
帯

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方

が
入
院
し
た
際
に
、
診
療
や
薬
に

掛
か
る
費
用
と
は
別
に
、
入
院
時

食
事
療
養
費
と
し
て
次
の
通
り
、

標
準
負
担
額
を
自
己
負
担
し
て
い

た
だ
き
、
差
し
引
い
た
額
を
国
保

が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
【
１
食
当
た
り
の
入
院
時
食
事

い
。
　
詳
し
く
は
課
税
課
土
地
資
産
税

係
☎
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内
線

２
３
３
８
・
２
３
３
９
・
２
３
４

１
）、同
課
家
屋
資
産
税
係
☎
４
７

０
・
７
７
７
７
（
内
線
２
３
４
２

～
２
３
４
４
）
へ
。

の
額
が
、
４
月
か
ら
１
食
当
た
り

２
６
０
円
か
ら
３
６
０
円
に
変
わ

り
ま
す
。

　
な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
難
病
、

小
児
慢
性
特
定
疾
病
、　

年
４
月

２８

１
日
時
点
で
１
年
を
超
え
て
精
神

病
棟
に
入
院
し
て
い
る
方
の
標
準

負
担
額
も
２
６
０
円
に
据
え
置
か

れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
３

へ
。

　

年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

２８は
１
万
６
２
６
０
円
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
急
速

な
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
制
度

の
安
定
を
図
る
た
め
、　

～　
１７

２９

年
度
の
間
、
年
度
ご
と
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、　

年
度
の
保

２８

険
料
は
６
７
０
円
引
き
上
げ
ら

れ
１
万
６
２
６
０
円
と
な
り
ま

す
。
　
な
お
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年

金
が
少
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

年
金
が
受
給
で
き
な
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
料

は
納
期
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
前
納
割
引
制
度

（
現
金
払
い
）
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
保
険
料
に
は
、
一

定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て

納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
割
り
引

き
に
な
る
「
前
納
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。　

年
度
の
同
制
度
の

２８

保
険
料
は
次
の
通
り
で
す
。

　
【
現
金
前
納
の
支
払
期
間
】４

月
１
日
～
５
月
２
日

　
【
保
険
料
】
１
年
度
分
を
現
金

払
い
で
前
納
す
る
と
３
４
６
０

円
割
り
引
き
に
な
り
、１
年
度
分

の
保
険
料
額
は　
万
５
１
２
０

１９

各
種
問
い
合
わ
せ
先

　
▼
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と
＝

全
国
健
康
保
険
協
会
東
京
支
部
☎

０
３
・
６
８
５
３
・
６
１
１
１

　
▼
厚
生
年
金
に
関
す
る
こ
と
＝

武
蔵
野
年
金
事
務
所
☎
０
４
２

２
・
５
６
・
１
４
１
１

　
▼
労
働
基
準
・
労
災
に
関
す
る

こ
と
＝
三
鷹
労
働
基
準
監
督
署
☎

０
４
２
２
・
４
８
・
１
１
６
１

　
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
保
年

金
資
格
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
２

へ
。

円
が　
万
１
６
６
０
円
に
な
り

１９

ま
す
▼
６
カ
月
分
を
現
金
払
い

で
前
納
す
る
と
７
９
０
円
割
り

引
き
に
な
り
、６
カ
月
分
の
保
険

料
額
は
９
万
７
５
６
０
円
が
９

万
６
７
７
０
円
に
な
り
ま
す

　
※
１
年
度
分
お
よ
び
６
カ
月

分
前
納
用
の
納
付
書
は
、
４
月

上
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　
【
そ
の
他
】現
金
払
い
で
の
前

納
は
、
１
年
度
分
や
６
カ
月
分

だ
け
で
は
な
く
、
任
意
の
月
分

か
ら
年
度
末
ま
で
の
分
を
前
納

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
こ
の

場
合
、
別
の
納
付
書
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
年
金
事
務
所

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
へ
。

医
療
法
人
、
学
校
法
人
な
ど
の
特

殊
法
人
や
公
法
人
で
あ
る
都
道
府

県
、
市
区
町
村
の
地
方
公
共
団
体

も
含
ま
れ
ま
す
。

就
学
援
助
の
申
請
を
受
け
付
け
ま

就
学
援
助
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
すす


